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パルスマグネット 

1. はじめに 
加速器の分野でパルスマグネットというと一

般にはリングへの入出射のためのキッカーマグ

ネットや、セプタムマグネットを指すことがほと

んどであると思われる。しかし本稿ではそれらと

は異なる目的のために、最近 KEK 電子陽電子入

射器(以下入射器)にインストールされたパルスマ

グネットに関して紹介する。 
一口に“パルス”といっても、その幅、すなわ

ち時間スケールによって、原理は同じであって

も、それを実現するための技術は異なることが多

い。さらに“マグネット”というタイトルでは有

るがパルス電源とマグネットの設計は密接に関

連しており、制御も含めてシステムとしての検討

が重要になってくる。そこで本稿の内容を詳細に

定義するならば、「最近入射器に導入された約１

００台のパルスマグネットに関する、パルス電磁

石、パルス電源、制御およびモニターの設計、製

作、性能評価とその運用」としたい。 

2. 導入の目的と経緯 

2.1. 加速器の構成 

Fig. 1 に KEK つくばサイトにおける加速器の

構成をを示す。また比較のために Fig. 2 に J-
PARC、Fig. 3 に CERN の様子を示す。J-PARC
では線形加速器 (Linac)、ブースター (RCS)、メ

インリング (MR)がそれぞれ 1 つずつあり、直列

に接続されている。これは多くの加速器施設で採

用されている方式であり、最も一般的と言える構

成である。 

CERN の場合を見てみると、大小様々なリング

や実験用ビームラインが接続されており、複雑で

はあるが、LINAC 2 から BOOSTER、PS、SPS
をへて LHC へ至る経路はやはり直列に接続され

ている。 

一方で KEK つくばサイトの場合はどうであろ

うか。線形加速器 (Injector Linac、入射器)から

PF、PF-AR、SuperKEKB LER、SuperKEKB 
HER がそれぞれ並列に接続されている。また線

形加速器の途中に Damping Ring というものが

挟まっている。世界の加速器施設の中で、こうい

った並列接続構成をもつ施設は殆ど無い。なぜな

 
Fig. 2 J-PARC における加速器の構成[2]。 

 
Fig. 1 KEK つくばサイトにおける加速器の構

成[1]。 

 
Fig. 3 CERN における加速器の構成[3]。 


